第９回ＳＧＲＡフォーラム「情報化と教育」

２００２年１１月２９日（金）午後６時半～８時半

東京国際フォーラム　Ｇ棟６１０号室

プログラム

	6時30分―6時40分
	司会：SGRA運営委員　嶋津忠廣

挨拶：SGRA代表　今西淳子

	6時40分―7時20分
ゲスト講演
	高等教育におけるe-learningの影響

	
	苑　復傑（文部科学省メディア教育開発センター助教授）

	
	IT革命が世界規模の社会経済の構造変化をもたらしている中、各国政府は２０世紀末、２１世紀初頭、IT社会に対応する国家戦略を引き続き打ち出している。それらの政策は高等教育に大きなインパクトを与え、高等教育を多様化、グローバル化と市場化の方向に推し進めてきている。本発表は、第一に、最近３年間日本政府が発表した一連のIT国家戦略の主な内容を簡単に整理し、2005年までに「IT最先端国となる日本」の目標を紹介する。第二に、日本のネットワーク化社会の現状とIT技術の高等教育への導入情況を概観し、日本のITインフラ整備の水準と大学でのIT利用の現状を分析してみる。最後に中国、日本、アメリカのe-learningの市場について、比較考察を行い、中・日・米３カ国のe-learningの市場構造とその特徴、及びそれが高等教育へ及ぼす影響を比較・検討する。

	7時20分―8時00分
ゲスト講演
	デジタル・デバイド－IT人材の育成とその課題－

	
	遊間　和子（国際社会経済研究所専任研究員）

	
	情報化の進展により、IT能力を持つ者、持たざる者の間に生じる社会的・経済的格差＝デジタル・デバイドの問題がクローズアップされてきた。デジタル・デバイドは、連鎖のメカニズムを持つ。次世代への教育投資とIT投資ができなければ、格差はさらに拡大していくことになってしまう。しかしながら、IT能力を身に付けることができれば、大きな飛躍のチャンスをつかむこともできる。デジタル・デバイドとデジタル・オポチュニティは、コインの裏と表といえるのである。本発表では、デジタル・デバイトの構造について整理した上で、欧米、アジアでの事例を交えながら、IT人材育成のために何が必要であるかについて考えていく。

· デジタル・デバイドの構造

・デジタル・デバイドとは　・デジタル・デバイドがもたらす問題

· IT人材育成の課題

・IT人材ピラミッド　・ターゲットを絞った施策の必要性

· 諸外国での取り組み事例

· 韓国：少年院でのIT教育　

· 米国：コミュニティで活動するプラグドイン　など

· デジタル・デバイド解消のために何ができるか

	8時00分―8時30分
	パネルディスカッション（フロアーとの質疑応答）

進行：Ｊ．スリ　スマンテイヨ（ＳＧＲＡ「ＩＴと教育」研究チームチーフ・千葉大学電子光情報基盤技術研究センター講師）

	8時30分
	閉会その後懇親会


講　師　略　歴

■苑　復傑（えん・ふっけつ）
中国出身。文部科学省メディア教育開発センター・研究開発部メディア活用研究開発系助教授。

1982年北京大学東方語言文学系卒業 日本文学・日本語専攻。中国社会科学院･外国文学研究所・助手。1986年1月文部省国費留学生として来日、広島大学で留学。1989年広島大学大学院社会科学研究科博士課程前期修了・社会学専攻。1992年広島大学大学院社会科学研究科博士課程後期単位取得満期退学・経済学専攻。1992年に放送教育開発センターに就職、メディア教育開発センターの現職に至る。1997年1月から7月まで文部省派遣短期在外研究員／スタンフォード大学教育学院滞在。1999.10月から2000年8月まで文部省派遣長期在外研究員／ペンシルバニア大学・高等教育研究所滞在。

専門分野：教育経済学、高等教育論、遠隔高等教育。
■遊間和子（ゆうま・かずこ）
国際社会経済研究所専任研究員兼日本電気株式会社政策調査部主任。1993年3月立教大学社会学部産業関係学科卒業。株式会社ＮＥＣ総研社会システムグループ研究員として、人事、能力開発を中心に調査・コンサルティング活動に従事、2000年7月現職に出向。

主な調査・コンサルティング実績に雇用・能力開発機構「産業用電気機械器具製造業におけるホワイトカラーの専門的職業能力開発に関する調査研究」（1999年）、「労働者の教育・訓練観に関する日米比較研究」（共同研究、職業能力開発総合大学校能力開発研究センター調査研究報告書No.102　2001年3月）。

主な論文に「ホワイトカラーのキャリアパターンに関する基礎研究」（日本産業教育学会産業教育学研究第28巻1号　1998年1月）。

主な著書に「デジタル・デバイド」C＆C振興財団編　NTT出版　2002年8月（共著）

■Josaphat Tetuko Sri Sumantyo （ヨサフアット　テトオコ・スリ　スマンテイヨ）　SGRA研究員
インドネシア出身。1995年金沢大学工学部電気・情報工学科卒業 1997年同工学研究科電気・情報工学修士。その後インドネシア科学技術庁技術応用評価庁（研究員）インドネシア国軍陸軍教育・訓練院（研究員）バンドン工科大学工学部電気工学科（非常勤講師・研究員）勤務。2000年千葉大学環境リモートセンシング研究センター（リサーチアシスタント）、宇宙開発事業団（2nd Research Invitation JERS-1 SAR Investigator）、千葉大学大学院（自然科学研究科人工システム科学専攻）、2002年博士号を取得。現在、千葉大学電子光情報基盤技術研究センター　ベンチャー・ビジネス・ラボラトリ　講師。
研究分野：リモートセンシングとGIS技術（合成開口レーダ）による熱帯森林のモニタリング、移動体衛星通信用透明コンフォーマルアンテナの開発。
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